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ᶗ　໰題と目的
　近年，重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重
複している重症心身障害児（以下，重症児）に対して，
医療，福祉，教育が保障されることによって，命を
とりまく環境が改善され，成人期を越えて生きてい
る重症児が多く存在している（三木，2015）。重症
児が長く生存できるようになったことに伴い，従来
の「重症児は「不治永患」であり，長期生存はきわ
めて困難」（三木，2015）であるという生涯観を見
直し，「生涯にわたって，健やかで，生命輝く人生」（飯
野，2015）を送れるように，学校卒業後の将来を見
据えた指導観が必要である。そのため，学校卒業後
の過ごし方について，「学ぶことと自己の将来とのつ
ながりを見通し」（文部科学省，2018）たキャリア
教育の観点を含めて検討する必要がある。
　キャリア教育について，平成30年３月に改訂し
た特別支援学校学習指導要領では，改訂の基本方針
の１つとして，「幼稚部，小学部，中学部段階からの
キャリア教育の充実を図ること」を規定しており，
具体的な内容としては，「児童又は生徒が，学ぶこと
と自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・
職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を
身に付けていくことができるよう，特別活動を要と

しつつ各教科等の特質に応じて，キャリア教育の充
実を図ること。」と定めている。これは，障害の程
度が重度である重症児においても，キャリア教育を
通して，自己の将来を充実させることが必要である
ことが指摘できる。
　重症児のキャリア教育について，飯野（2015）は，
「重症心身障害児の教育」の中で，ある保護者の手
記に触れ，その手記から「学齢期は，生涯にわたっ
て，健やかで，生命輝く人生を送れるように，その
基礎・基本を培うとき」と指摘している。
　重症児のキャリア教育に関連して，垂髪（2014）
は，「横（横軸）への発達」を提唱した糸賀一雄の重
症児観を調査し，『糸賀は，「無限な横（横軸）の充実」
を形成するのが教育であると唱えた』としている。
「無限な横（横軸）の充実」は，垂髪（2016）の報
告の中で，およそ半世紀近くにわたって重症児の医
療に携わった高谷清の著作物を集約し，『高谷が，そ
の人の「生きがい」や「生きるよろこび」を表すも
のであると述べている』とされている。
　これらのことから，学齢期の重症児の教育では，
生命輝く人生を送れるように，「生きがい」や「生き
るよろこび」を育てていくこと，言い換えると，「横
（横軸）への充実」を形成していくことが大切であ
るといえる。
　この「横（横軸）への充実」を形成することに関
連して，小池（2002）は「個人の生きがい，幸福感，
自己のアイデンティティの形成などへ大きく関与す
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る生活部分」とは，自分たちの生活を「基礎生活」，「社
会生活」，「余暇生活」の３つの領域に分けた中の，「社
会生活」と「余暇生活」の２つとしている。「社会生
活」とは「家庭，学校，会社などで社会的な役割を
担う生活」としており，「余暇生活」とは「趣味活動
など自由時間に営まれる生活」としている。このこ
とから，自由時間に営まれる生活が，生きがいや幸
福感に関与していると考えられるため，余暇活動は，
「横（横軸）への充実」を支えるものと考える。
　余暇活動について，中道（2015）は，余暇活動を
知的障害者の社会参加という観点から考察し，「〈余
暇活動〉は個人の趣味の時間という面だけに集約さ
れるものではなく，人と人をつなぐ社会的な活動に
発展すべきもの」と述べている。
　ところで，障害者の余暇に関する研究についてみ
てみると，引山（2010）や細貝（2008）は，知的
障害児・者の余暇の過ごし方について報告しており，
今井（2011）は，軽度知的障害者の余暇の過ごし方
を調査している。また，中村・川住（2007）は，視
覚と聴覚の両方に障害をもつ「盲ろう児」の余暇の
過ごし方について報告している。このように，知的
障害児・者や視覚・聴覚障害児の余暇の過ごし方につ
いて研究がされているが，重症児を対象とした余暇
活動に関する研究はほとんどない。
　一方，障害者の余暇活動について考える際の問題
について，小池（2002）は，「高齢者や障害者は，仕
事やレジャー・レクリエーション活動などあらゆる

社会参加に困難な状況が生まれ，主に衣食住に関す
る生活である基礎生活時間を除くほとんど多くの時
間が余暇時間化してしまうことがある。たとえそう
であったとしても，その生活時間が明確な目的を
持って存在するのであれば大きな問題は生じない
が，何も目的も持たずただ闇雲に過ぎていくだけの
生活時間であれば，それはいきいきと生きていくこ
とを妨げる重要な問題になると思われる」と述べて
いる。
　他方，重症児の社会参加については，石井・平元
（2015）は，F ig. 1に示したピラミッドのように，生
命を保持し，身体の内面から生じる不快感や苦痛が
ないように健康管理をすることが第一の目標であ
り，次に外界の変化に身体機能がついていけるよう
に自律神経系を育てること，さらにさまざまな感覚
を認識できるようになって，自らの意思で意図的に
身体を動かすことが目標となり，その目標が達成さ
れたら，ささやかであっても他者と交流がもてるよ
うになること，そして，社会参加をすることが次の
目標であると述べている。このことについて，生命
の保持や，さまざまな感覚を認識したり，自らの意
思で身体を意図的に動かしたりすることに制限を受
ける重症児は，社会参加をすることにも制限を受け
ると考えられるため，余暇活動の実践が困難になる
と予測される。
　そこで，本研究では，重症児の行った余暇活動の
事例を集約し，重症児の余暇活動についての基礎的

 

 

Fig.１ 重症児（者）の健康管理の目指すもの 

（石井光子・平元東（2015）「健康管理の基本的な考え方」，岡田喜篤（監）『新版 重症心身障害児療育マニュアル』．医歯学出版株

式会社，70頁より引用） 

 

 

Table１ 質問項目 

（１）重症児の学年、主な移動方法、感覚機能の状態、コミュニケーションに関

する能力、健康状態に関する質問 

（１）－① 学年 

（１）－② 主な移動方法 

（１）－③ 感覚機能（触覚機能）の状態 

（１）－④ 感覚機能（視覚機能）の状態 

（１）－⑤ 感覚機能（聴覚機能）の状態 

（１）－⑥ コミュニケーションに関する能力 

（１）－⑦ 重症児の必要としている医療的ケア 

（１）－⑧ 睡眠のリズム 

（２）重症児の行った余暇活動の具体的な内容に関する質問 

（２）－① 楽しんでいる様子の見られた余暇活動（自由記述） 

（２）－② 余暇活動の中で重症児本人が行ったこと（自由記述） 

（２）－③ 余暇活動を行った場所への移動手段 

（２）－④ 余暇活動を行った際の宿泊の有無 

（２）－⑤ 重症児が余暇活動を楽しんでいると判断した行動（自由記述） 

（２）－⑥ 余暇活動を行った際の専門スタッフ（医師・看護師・ヘルパー） 

（２）－⑦ 余暇活動を楽しむために有効だったと考える指導内容 
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害児療育マニュアル』．医歯学出版株式会社，70頁より引用）
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知見を得ることを目的とする。具体的には，余暇活
動の種類や，障害の状態による余暇活動の多様性，
充実した余暇活動を行うための人的資源，そして，
余暇活動を楽しむために有効な指導内容を整理す
る。

ᶘ　方法
１．ௐࠪର৅
　A県にある自立活動を主とする教育課程があり，
重症児が在籍している特別支援学校２校を調査対象
とした。対象は，教員110名と保護者40名であり，
質問紙調査を実施した。

２．ௐࠪؒظ
　201X 年11月～ 12月に実施した。

３．ௐࠪ಺༰
　質問紙は，教員用と保護者用の２つを作成し，そ
の内容については，Table 1に示した。
　教員には，現在担任している又は過去に担任をし
た重症児１人を想定することとし，保護者には，子
どもについて回答を求めた。
　以下に，質問項目の詳細について示す。
（１）�学年，ओなҠಈ方法，ػ֮ײೳのঢ়ଶ΍ίϛϡ

χέーγϣϯにؔ͢るೳྗ，݈߁ঢ়ଶにؔ͢
る࣭໰

　（１）－②の「主な移動方法」の選択肢は，大島
分類（大島，1971）を参考にして設定した。
　（１）－③の「感覚機能（触覚機能）の状態」か
ら（１）－⑧の「睡眠のリズム」については，F ig. 
1に示したように，石井・平元（2015）が「重症児（者）
の健康管理の目指すもの」として挙げている「生命
の保持」，「身体機能維持」，「社会参加」の３つの観点
から設定した。
　（１）－③の「感覚機能（触覚機能）の状態」から（１）
－⑤の「感覚機能（聴覚機能）の状態」の選択肢に
ついては，「重度・重複障害児のアセスメントチェッ
クリスト―認知・コミュニケーションを中心に―」
（広島県立福山特別支援学校，2018）を参考に，a『反
応不明瞭の状態』，b『０～２か月程度の子どもに見
られる行動』，c『２～４か月程度の子どもに見られ
る行動』，d『４～７か月程度の子どもに見られる行
動』，e『７～ 10か月程度の子どもに見られる行動』
とした。
　（１）－⑥の「コミュニケーションに関する能力」
の選択肢についても，「重度・重複障害児のアセスメ

ントチェックリスト―認知・コミュニケーションを
中心に―」（広島県立福山特別支援学校，2018）を
参考に，aからeは，（１）－③の「感覚機能（触覚機能）
の状態」から（１）－⑤の「感覚機能（聴覚機能）
の状態」の選択肢と同様に設定した。加えて，f『10

～ 13か月程度の子どもに見られる行動』，g『13～
16か月程度の子どもに見られる行動』，h『16～ 19

か月程度の子どもに見られる行動』とした。
　（１）－⑦の「重症児の必要としている医療的ケ
ア」の選択肢は，教員が，社会福祉士及び介護福祉
士法施行規則附則第13条における第３号研修を受
けることにより行う事のできる『たんの吸引』・『経
管栄養』（文部科学省初等中等教育局特別支援教育
課，2011）の２つに加えて，『気管切開』・『酸素吸入』・
『人工呼吸器』の３つを設定した。
　人工呼吸器を使用している事例については，一日
の中で使用している時間が余暇活動に影響すること
が考えられるので，『夜間のみの使用』または『日中
も使用』についても回答を求めた。
　（１）－⑧の「睡眠のリズム」の選択肢は，「重症
心身障害児への座位保持援助による睡眠リズム獲得
への影響」（山田・岩本・小南，2004）を参考にして
設定した。

（２）�ॏ঱児のߦった༨Ջ׆ಈの۩ମ的な಺༰にؔ
͢る࣭໰

　（２）－⑦の「余暇活動を楽しむために有効だっ
たと考える指導内容」の選択肢については，自立活
動の６つの区分の中で「障害が重度で重複している
幼児児童生徒」の具体的指導内容例（文部科学省，
2018）と「重度・重複障害のある子どもの実態把握，
教育目標・内容の設定，及び評価に関する研究～現
在及び将来を支える教育計画とその実施に関する予
備的研究～」（国立特別支援教育総合研究所，2013）
を参考にして設定した。

４．෼ੳ方法
　選択肢での回答を求めた質問項目については，単
純集計を行った。
　自由記述を求めた質問項目については，（２）－①
の「楽しんでいる様子の見られた余暇活動」の記述
内容を中心に，（２）－②の「余暇活動の中で重症児
本人が行ったこと」と（２）－⑤の「重症児が余暇
活動を楽しんでいると判断した行動」の記述内容を
参考にして，KJ法を用いてカテゴリーを作成した。
そして，余暇活動の種類と学部・感覚機能の状態・コ
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ミュニケーションに関する発達段階・重症児の必要
としている医療的ケアの有無・睡眠のリズムの違い
によるクロス集計を行った。
　集計方法の詳細について，以下に示す。
（１）୯७ूܭ
　選択肢で回答を求めた質問項目について，得られ
た回答数を単純集計し，回答率を求めた。

（２）,+法によるΧςΰリーの෼ྨ
　自由記述を求めた質問項目について，余暇活動の
具体的な記述内容から，ＫＪ法を用いて，余暇活動
の内容をカテゴリーに分類した。

（３）�学෦ɾػ֮ײೳのঢ়ଶɾίϛϡχέーγϣϯに
ؔ͢るೳ ɾྗॏ঱児のඞ要としているҩྍ的
έΞの༗ແɾਭ຾のリζϜのҧいによるूܭ

　まず，（１）－①の「学年」の回答から，小学部・
中学部・高等部に分類し，各学部の余暇活動の種類
の回答比率を算出した。
　次に，外界の情報を受容する割合の多い視覚機能

と聴覚機能への働きかけに対する反応により，（１）
－④の「感覚機能（視覚機能）の状態」と（１）－
⑤の「感覚機能（聴覚機能）の状態」の回答から，
４つの群に分類した。視覚機能については『近くで
手を振るなどしても，応答する様子がほとんど見ら
れない。』を視覚機能における反応不明瞭と判断し
た。聴覚機能については，『近くで音が聴こえても，
応答する様子がほとんど見られない。』を聴覚機能
における反応不明瞭と判断した。
　次に，（１）－⑥の「コミュニケーションに関する
能力」の回答から，コミュニケーションに関する発
達の３つの段階に分類した（Table 2参照）。３つの
段階については，ベイツら（Bates etc，1975）の研
究を参考に「聞き手効果の段階」，「意図的伝達の段
階」，「命題伝達の段階以上」の３つの段階に分類し
た。
　また，コミュニケーションに関する発達段階と余
暇活動の種類についてクロス集計を行い，回答比率
を算出した。さらに，重症児の必要としている医療
的ケアの有無，睡眠のリズムの違いについても，余
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（石井光子・平元東（2015）「健康管理の基本的な考え方」，岡田喜篤（監）『新版 重症心身障害児療育マニュアル』．医歯学出版株

式会社，70頁より引用） 
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暇活動の種類とクロス集計を行い，回答比率を算出
した。

ᶙ　݁Ռ
　本研究の質問紙調査では，A県の自立活動を主と
する教育課程があり，重症児が在籍している特別支
援学校２校の教員と保護者に質問紙を配布し，94

部（回収率62.4％）回答を得た。

１．୯७ूܭ
（１）�ॏ঱児の学年，ػ֮ײೳのঢ়ଶ，ίϛϡχέー

γϣϯにؔ͢るೳྗ，݈߁ঢ়ଶにؔ͢る࣭໰
①　学年
　回答された事例の学年については，小学部の事例
が，36名（45.0％），中学部が14名（17.5％），高
等部が30名（37.5％）であった。

②　主な移動方法
　回答された事例の移動方法については，『車椅子を
介助してもらい移動している』事例が69名（74.2％）
と最も多かった。『自分で車椅子を操作している』事
例は７名（7.5％），『ストレッチャーを使用している』
事例が５名（5.4％）『ハイハイや伝い歩きで移動す
る』事例が４名（4.3％），『歩く』ことのできる事例
が８名（8.6％）であった。『ハイハイや伝い歩きで
移動する』，『歩く』に該当する事例12名については，
大島分類（大島，1971）に基づき，重症児事例から
除外した。

③　感覚機能の状態
　回答された事例の感覚機能のうち，触覚機能の回

答結果については，『触られたことに，応答する様子
がほとんど見られない』事例は２名（2.5％）であっ
た。『顔や手に触れられたことに気付く』ことができ
る事例が９名（11.4％），『顔や手に触れている支援
者の手が離れたことに気付く』ことができる事例が
33名（41.8％），『特定の好きな触られ方がある』事
例が14名（17.7％），『押して数秒後に動くおもちゃ
で遊ぶ』ことができる事例が21名（26.6％）であっ
た。
　感覚機能のうち視覚機能の回答結果については，
『近くで，手を振るなどしても，応答する様子がほ
とんど見られない』事例が10名（12.7％）であった。
『目の前で手を振ったことに気付く』ことができる
事例が８名（10.1％），『ゆっくり動く人や物に注意
を向ける』ことができる事例が14名（17.7％），『特
定のおもちゃを見て，笑顔になったり嬉しそうに声
を出したりする』事例が23名（29.1％），『目の前で
全体が隠された物を探す』ことができる事例が24

名（30.4％）であった。
　感覚機能のうち聴覚機能の回答結果については，
『近くで音が聞こえても，応答する様子がほとんど
見られない』事例が５名（6.3％），『大きな音に反応
する』ことができる事例が５名（6.3％），『会話など
の音が聞こえると，応答する様子が見られる』事例
が８名（10.1％），『特定の支援者から声をかけられ
ると，笑顔になったり嬉しそうに声を出したりする』
事例が34名（43.0％），『チャイムが鳴ると，誰かが
来ることに気付いて，身構えたり笑顔になったりす
る』事例が27名（34.2％）であった。

④　コミュニケーションに関する能力

7DEOH２ コミュニケーションの㸱ࡘの段㝵 

Ⓨ㐩段㝵 㑅ᢥ⫥ 

 手効ᯝの段㝵ࡁ⪺

① Ἵࡃな࡝のఱらかの⾲出࡯，ࡣとん࡝見られないࠋ 

② ఱらかの⾲出が࠶るࠋ 

③ ᨭ᥼者から，ᦂࡪࡉり・ࡃすࡄりな࡝のാࡁ᥃ࡅをཷࡅると➗ࠋ࠺ 

④ ዲࡁな㐟ࡧをしたᚋ，も୍࠺ᗘして࡯し࠺ࡑな⾲᝟をするࠋ 

⑤ 視⥺・ኌ・身体を動かす➼をして，┦手のὀពを引ࠋࡃ 

ពᅗ的ఏ㐩の段㝵 ⑥ 㑅ᢥ⫥を出して⪺ࡃと，ዲࡁな≀を㑅ࠋࡪ 

命㢟ఏ㐩の段㝵௨  ୖ
 ࠋンでఏえる࢖ࢧの要ồを，⡆༢な࡝たいなࡁに行ࣞ࢖ࢺ ⑦

⑧ ྉࡧኌࡸ身᣺りでࡣなࡃ，ゝⴥでᨭ᥼者への要ồをఏえるࠋ 

 

 

7DEOH㸱 余暇活動の内容の࢝ࢦࢸリー 

኱࢝ࢦࢸリー ᑠ࢝ࢦࢸリー �ᅇ⟅౛� 

ᐊ内でཷ身的な余暇 

�1� ௳� 

㡢・㡢楽を⪺ࡃ �㡢楽を⪺࢜ࢪࣛ・ࣅࣞࢸ，ࡃから⪺こえる㡢を⪺ࡃ➼� 

ᫎീを見る �'9' の視聴，ࣅࣞࢸを見る➼� 

⤮本のㄞࡳ⪺かࡏを⪺ࡃ 

ᐊ内で能動的な余暇 

�㸶௳� 

㡢を㬆らす �㡢の㬆る࠾もࡷࡕで㐟ࡪ，࢟ー࣎ーࢻを㬆らす➼� 

 �➼ࡪで㐟ࡳるࡄいࡠ，ࡪな⋵具で㐟ࡁዲ� ࡪで㐟ࡷࡕも࠾

触った感触を楽しむ �ࣛࢳシ・࣌ッࢺ࣎ࢺルを触って㐟ࡪ➼� 

外出自体を楽しむ余暇 

�12 ௳� 

外出・࠾出かࡅ 

ᩓṌ 

஌り≀を楽しむ �ࣕࢪ，ࣈ࢖ࣛࢻン࣎タࢡシーでの移動➼� 

㐟ࡧに行ࡃ余暇 

��� ௳� 

ፗ楽᪋タ �Ỉ᪘㤋・⨾⾡㤋➼に行ࡃ，㐟ᅬᆅに行ࡃ➼� 

ほ光 �㊊➼行᪑，ᾎỈᾏ，‮� 

㈙い≀ 

㡢楽会・コンࢧー࣋࢖ࢺンࢺ 

外㣗 

ᆅᇦの行஦ 

 ッ࢝ーほᡓࢧ

 �➼࢖ࢸスࢺス，ショーࣅーࢧ࢖ࢹ➼ᨺㄢᚋ� �㸲௳� の他ࡑ

 

5BCMF ２　ίϛϡχέーγϣϯの３つのஈ֊
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　回答された事例のコミュニケーションに関する能
力については，『泣くなどの何らかの表出は，ほとん
ど見られない』事例は０名（0.0％），『何らかの表出
がある』事例は８名（9.9％），『支援者から，揺さぶ
り・くすぐりなどの働き掛けを受けると笑う』事例
が10名（12.3％），『好きな遊びをした後，もう一度
してほしそうな表情をする』事例が７名（8.6％），
『視線・声・身体を動かす等をして，相手の注意を引
く』ことができる事例が10名（12.3％），『選択肢を
出して聞くと，好きな物を選ぶ』ことができる事
例が16名（19.8％），『トイレに行きたいなどの要求
を，簡単なサインで伝える』ことができる事例が９
名（11.1％），『叫び声や身振りではなく，言葉で支
援者への要求を伝える』ことができる事例が21名
（25.9％）であった。

⑤　重症児の必要としている医療的ケア
　回答された事例の必要としている医療的ケアにつ
いては，医療的ケアの必要ない事例が，46名（59.7％）
であった。医療的ケアのうち，『たんの吸引』が必
要な事例が27名（35.1％），『気管切開』をしてい
る事例が７名（9.1％），『経管栄養』が必要な事例
が18名（23.4％），『酸素吸入』が必要な事例が３名
（3.9％），『人工呼吸器を夜間のみ使用している』事
例が０名（0.0％），『人工呼吸器を日中も使用してい
る』事例が３名（3.9％），その他の医療的ケアを必
要としている事例が１名（1.3％）であった。その
他の回答としては，「ストーマの着用」があった。
　その他が未記入のもの，コルセットなどの医療的
ケアでないものについては，その他の回答から除外
し，集計に含めなかった。

⑥　睡眠のリズム
　回答された事例の睡眠のリズムについては，『朝に
起きて夜に就寝するという規則的な睡眠をとってい
る』事例が67名（83.8% ）と最も多かった。『睡眠の
リズムは不規則である』事例が10名（12.5％），『朝
に起きて夜に就寝するリズムではないが，睡眠のリ
ズムがある』事例が３名（3.8％）であった。

（２）༨Ջ׆ಈについての࣭໰
①　余暇活動の内容
　余暇活動の内容については，（２）－①の「楽しん
でいる様子の見られた余暇活動」の記述内容を中心
に，（２）－②の「余暇活動の中で重症児本人が行っ
たこと」と（２）－⑤の「重症児が余暇活動を楽し

んでいると判断した行動」の記述内容を参考にし
て，KJ法を用いて分析し，余暇活動の内容について，
15個の小カテゴリーに分類した後，「室内で受身的
な余暇」「室内で能動的な余暇」「外出自体を楽しむ
余暇」「遊びに行く余暇」「その他」の５つの大カテ
ゴリーに分類した（Table３参照）。
　重症児本人の楽しんでいる様子の見られた余暇活
動の種類は，「室内で受身的な余暇」が16件，「室内
で能動的な余暇」が８件，「外出自体を楽しむ余暇」
が12件，「遊びに行く余暇」が44件，その他が４件
であった。その他の内容としては，「放課後デイサー
ビスの利用」「ショートステイ」などがあった。
　「音楽発表会」「居住地交流」など，学校の行事に
ついての回答は，余暇活動に含めず除外した。また，
「人との会話」「ボランティアの学生と遊んだ」につ
いては，具体的な余暇活動の内容が不明瞭であった
ため，除外した。

②　移動手段
　余暇活動を行った場所への移動手段については，
『家の中での活動』であった余暇活動の事例が19件，
『施設内での活動』であった余暇活動の事例が13件，
『車椅子またはストレッチャーのみで移動』であっ
た余暇活動の事例が21件，『自家用車を使用』して
余暇活動を行った場所へ行った事例が39件，『タク
シーを利用』した事例が５件，『バス・電車など公共
交通機関を利用』した事例が６件，その他が８件あっ
た。その他の内容については，「移動支援サービス」
「スクールバス」などの回答があった。

③　宿泊の有無
　余暇活動を行った際の宿泊の有無については，宿
泊をした事例が４名（5.9％），宿泊をしていない事
例が64名（94.1％）であった。

④　余暇活動に関わった専門スタッフ
　余暇活動を行った際に関わった専門スタッフにつ
いて，医師の関わりについては，医師が関わったと
回答した人が１名（1.5％），関わっていないと回答
した人が67名（98.5％）であった。看護師の関わ
りについては，看護師が関わったと回答した人が
11名（16.2％），関わっていないと回答した人が57

名（83.8％）であった。ヘルパーの関わりについては，
ヘルパーが関わったと回答した人が８名（11.9％），
関わっていないと回答した人が59名（88.1％）で
あった。
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⑤　 余暇活動を楽しむために有効だったと考える指
導内容

　余暇活動を楽しむために有効だったと考える指導
内容については，『様々な活動を経験させる指導』が
有効だったと回答した人が44名（54.3％）と半数
以上であった。
　その他の回答結果は，『睡眠，食事，排せつなど
の基礎的な生活のための指導』が有効だったと回
答した人が15名（18.5％），『［快］の感情を表出す
るための指導』が有効だったと回答した人が15名
（18.5％），『Yes・No，好き・嫌いを表現するための指
導』が有効だったと回答した人が19名（23.5％），『喜
怒哀楽を表現するための指導』が有効だったと回答
した人が７名（8.6％），『身近な人との信頼関係を築
くための指導』が有効だったと回答した人が33名
（40.7％），『視覚，聴覚，触覚などのさまざまな感覚
を活用するための指導』が有効だったと回答した
人が24名（29.6％），『姿勢を保持したり，関節の拘
縮や変形を予防するための指導』が有効だったと回
答した人が12名（14.8％），『双方向のコミュニケー
ションをするための指導』が有効だったと回答した
人が19名（23.5％），『活動に見通しをもつための指
導』が有効だったと回答した人が17名（21.0％），『自
己肯定感を育てる指導』が有効だったと回答した人
が３名（3.7％），『卒業後の生活について，夢や希望
をもつための指導』が有効だったと回答した人が５
名（6.2％），『その他』の回答をした人が３名（3.7％）
であった。その他の回答としては，「心身の健康」「健
常のお友達と同じように接して関係づくりをしてく
れていた指導」などの回答があった。

２．�学෦ɾػ֮ײೳのঢ়ଶɾίϛϡχέーγϣϯにؔ
͢るൃୡஈ֊ɾҩྍ的έΞの༗ແɾਭ຾のリζϜ
のҧいと༨Ջ׆ಈ

（１）学෦と༨Ջ׆ಈのछྨ
　回答された事例を学部ごとに集計すると，小学部
が35名（44.3％），中学部が14名（17.7％），高等
部が30名（38.0％）であった。各学部の余暇活動
の種類の回答比率を F ig.２に示した。小学部と高等
部の余暇活動の種類の回答比率が類似していた。

ಈ׆ೳのঢ়ଶと༨Ջػ֮ײ（２）
　重症児事例の感覚機能の状態について，視覚機能
と聴覚機能の状態から４つの群に分類し，「視覚機
能・聴覚機能両方への働きかけの反応が不明瞭な事

例」をⅠ群，「視覚機能への働きかけの反応が不明瞭
な事例」をⅡ群，「聴覚機能への働きかけの反応が不
明瞭な事例」をⅢ群，「視覚機能・聴覚機能両方に対
する働きかけに何らかの反応がある事例」をⅣ群と
した。４つの群の分布は，Table 4に示した。
　Ⅰ群に該当する事例は，２名（2.9％）であった。
この群の余暇活動の回答例としては，「屋外での散
策」などの回答があった。また，視覚機能・聴覚機
能両方への働きかけの反応が不明瞭なことに加え
て，触覚機能への働きかけの反応が不明瞭な子ども
についても，「テレビ・ラジオの音を聞く」などの回
答があった。余暇活動の楽しみ方については，「音を
聞く」「環境（屋外における音，風，温度など）を
感じる」などの回答があった。
　Ⅱ群に該当する事例は，８名（11.8％）であった。
この群の余暇活動の回答例としては，「音楽鑑賞」「テ
レビを見る」「絵本の読み聞かせ」「遊園地に行った」
「まつりに行った」などの回答があった。余暇活動
の楽しみ方については，「絵本の読み聞かせを聞く」
「買い物など人の大勢いる所で周囲の雰囲気を感じ
ている」「保護者にだっこをしてもらいアトラクショ
ンに乗った」「太鼓やにぎやかな音を聞く」などの
回答があった。
　Ⅲ群に該当する事例は，３名（4.4％）であった。
この群の余暇活動については，１つしか回答が得ら
れなかったが，「水族館に行った」という回答が得ら
れた。余暇活動の楽しみ方については，「動く魚を笑
顔で目で追った」という回答があった。

（３）�ίϛϡχέーγϣϯにؔ͢るൃୡஈ֊と༨Ջ
ಈのछྨ׆

　Ⅳ群については，『コミュニケーションに関する
能力』の回答からベイツら（Bates etc, 1975）の発
達段階によって分類した（Table 2参照）。その結果
をTable 5に示した。「聞き手効果の段階」の事例は
22名（33.3％），「意図的伝達の段階」の事例は16

名（24.2％），「命題伝達の段階以上」の事例は28名
（42.4％）であった。この発達段階で分類した余暇
活動の種類の回答比率を F ig.３に示した。室内での
余暇と，「遊びに行く余暇」の割合に大きな差は無く，
コミュニケーションに関する発達段階の違いによる
余暇活動の種類に差はあまり見られなかった。

（４）ҩྍ的έΞの༗ແと༨Ջ׆ಈのछྨ
　重症児事例の必要とする医療的ケアの数と余暇活
動の種類について， F ig. 4に示した。医療的ケアを
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必要としていない事例と，必要な医療的ケアが１つ
である事例では，余暇活動の種類に差はほとんど見
られなかった。また，必要な医療的ケアが１つであ
る事例と２つである事例では，余暇活動の種類に大
きな差は見られなかった。

（５）ਭ຾のリζϜと༨Ջ׆ಈのछྨ
　重症児事例の睡眠のリズムの違いと余暇活動の種
類について， F ig. 5に示した。規則的な睡眠リズム
のある事例と，睡眠のリズムの不規則な事例の，余
暇活動の種類に差はほとんど見られなかった。

7DEOH２ コミュニケーションの㸱ࡘの段㝵 

Ⓨ㐩段㝵 㑅ᢥ⫥ 

 手効ᯝの段㝵ࡁ⪺

① Ἵࡃな࡝のఱらかの⾲出࡯，ࡣとん࡝見られないࠋ 

② ఱらかの⾲出が࠶るࠋ 

③ ᨭ᥼者から，ᦂࡪࡉり・ࡃすࡄりな࡝のാࡁ᥃ࡅをཷࡅると➗ࠋ࠺ 

④ ዲࡁな㐟ࡧをしたᚋ，も୍࠺ᗘして࡯し࠺ࡑな⾲᝟をするࠋ 

⑤ 視⥺・ኌ・身体を動かす➼をして，┦手のὀពを引ࠋࡃ 

ពᅗ的ఏ㐩の段㝵 ⑥ 㑅ᢥ⫥を出して⪺ࡃと，ዲࡁな≀を㑅ࠋࡪ 

命㢟ఏ㐩の段㝵௨  ୖ
 ࠋンでఏえる࢖ࢧの要ồを，⡆༢な࡝たいなࡁに行ࣞ࢖ࢺ ⑦

⑧ ྉࡧኌࡸ身᣺りでࡣなࡃ，ゝⴥでᨭ᥼者への要ồをఏえるࠋ 
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ᶚ　考察
　本研究は，重症児の行った余暇活動の事例を集約
することを通して，重症児の余暇活動についての基
礎的知見を得ることを目的とし，重症児が在籍して
いる特別支援学校の教員と保護者を対象に質問紙調
査を実施した。質問紙の集計結果より，「重症児の余
暇活動」，「感覚機能の状態・医療的ケアの有無・睡眠
のリズムの違いによる余暇活動の種類の変化」，「余
暇活動に必要となる人的資源」，「余暇活動を楽しむ
ために有効な指導内容」の４つの視点から考察を
行った。

１．ॏ঱児の༨Ջ׆ಈ
　ここでは，重症児の余暇活動の内容について，学
部・コミュニケーションに関する段階と関連させて
述べる。
　まず，重症児の楽しんでいる様子の見られた余暇
活動の回答を集約したところ，「室内で受身的な余
暇」が16件，「室内で能動的な余暇」が８件，「外出
自体を楽しむ余暇」が12件，「遊びに行く余暇」が
44件，その他が４件と，種類の異なる余暇活動が
多く回答があったことから，重度の障害によって，
活動に大きな制限が伴う重症児においても，余暇活
動が多様であったことが指摘できる。
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グラフ中の数字は，回答数を示したものである。

'JH.�5　ʮਭ຾のリζϜと༨Ջ׆ಈのछྨʯのճ౴ൺ཰
グラフ中の数字は，回答数を示したものである。
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　次に，余暇活動の種類の学部による相違について
みてみると，小学部と高等部の余暇活動の回答比率
を比較した結果（F ig. 2参照），小学部と高等部の余
暇活動の種類にほとんど変わりなかった。この結果
については，重症児が余暇活動の中で自身が行った
ことが異なっていても，本研究では，同じ余暇活動
の種類として集計したために生じた可能性が考えら
れた。
　次に，コミュニケーションに関する発達段階の違
いによる余暇活動の回答比率を比較した結果（F ig. 
3参照），コミュニケーションに関する発達段階に
違いがあっても，余暇活動の種類に大きな違いは見
られなかった。したがって，余暇活動は，「聞き手効
果の段階」「意図的伝達の段階」「命題伝達の段階以
上」といった初期コミュニケーションの発達段階の
違いによって，制限されにくいことが指摘できる。

ೳのঢ়ଶɾҩྍ的έΞの༗ແɾਭ຾のリζػ֮ײ�．２
Ϝのҧいによる༨Ջ׆ಈのछྨのมԽ

　ここでは，感覚機能の状態・医療的ケアの有無・睡
眠のリズムの違いによる余暇活動の種類の変化につ
いて述べる。
　まず，医療的ケアと睡眠のリズムの違いから余暇
活動について検討を行った結果， F ig.４に示したよ
うに，重症児事例において必要とされる医療的ケア
の個数の違いによって，余暇活動の種類に大きな差
は見られなかったので，医療的ケアが余暇活動を制
限する大きな要因ではないことが指摘できる。ま
た，F ig. 5に示したように，睡眠のリズムについても，
余暇活動の種類に，差はほとんど見られなかったた
め，睡眠のリズムは，余暇活動を制限する大きな要
因ではないことが指摘できる。
　次に，感覚機能の違いにより分類したⅠ群・Ⅱ群・
Ⅲ群の３つの群の余暇活動の回答例から，感覚機能
への働きかけに対して反応が不明瞭な重症児につい
ても，受身的な余暇活動に制限されることは無かっ
た。
　以上から，重症児本人の健康の状態や，感覚機能
の状態によって，余暇活動は，制限されにくいこと
が指摘できた。

３．༨Ջ׆ಈにඞ要となるਓ的ݯࢿ
　余暇活動に必要となる人的資源について，余暇活
動を行った際の医師と看護師とヘルパーの有無につ
いて回答を求めた。その結果，医師が関わったと回
答した人が１名（1.5％），看護師が関わったと回答

した人が11名（16.2％），ヘルパーが関わったと回
答した人が８名（11.9％）であり，余暇活動に専門
スタッフが関わった割合は少なく，大半が専門ス
タッフを利用していなかった。このことから，余暇
活動の実施に医療や福祉の専門職が，あまり関連が
ないことが指摘できる。

４．༨Ջ׆ಈΛָしΉために༗ޮな指導಺༰
　余暇活動を楽しむために有効だったと考える指導
内容については，『様々な活動を経験させる指導』の
回答が一番多いことから，様々な活動を経験させる
ことが，重症児が余暇活動を楽しむために有効な指
導内容の１つとして挙げられた。

５．まとめ
　本研究では，重症児の楽しんでいる様子の見られ
た余暇活動について調査した。
　調査の結果，以下の４点について明らかにするこ
とができた。１つ目に，重度の障害によって，活動
を行うことに大きな制限が伴う重症児においても，
余暇活動の種類は多様であり，コミュニケーション
に関する発達段階の違いによって，余暇活動は制限
されにくいことを指摘できた。２つ目に，重症児本
人の健康の状態や，感覚機能の状態によって，余暇
活動は制限されにくいことを指摘できた。３つ目に，
余暇活動の実施に医療や福祉の専門職が，あまり関
連がないことが指摘できた。４つ目に，様々な活動
を経験させることが，重症児が余暇活動を楽しむた
めに有効な指導内容の１つとして挙げられた。

６．今後の課題
　本研究の調査では，余暇活動について，重症児の
在籍している特別支援学校の教員と保護者を調査対
象としたが，教員や保護者だけでなく，重症児の生
活を支える福祉職を対象とした調査が必要であると
考える。特に，学校卒業後は福祉職が多くかかわる
ことから，福祉職の人から重症児の余暇活動につい
て調査し，余暇活動の多様性や余暇活動を楽しむた
めに有効な指導内容について検討していくことで，
重症児の余暇活動が広がっていくと考える。
　一方で，本研究の質問紙調査では，重症児本人が
余暇活動を楽しんでいるのかについて，教員と保護
者が判断して回答している。重度・重複障害児の評
価について，池田（2014）は，「喜びの感情を見取る
ことを想定した場合，その表れ方は一人ひとり異な
り，なおかつ，極めて微弱であったり，一般的には
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喜びと捉えられない方法で表出・表現が見られるこ
とがある」と述べている。この点について，重症児
においては，表出行動では感情を判断しにくいため，
客観的に評価することが必要である。特に重症児の
表出行動を客観的に評価する方法としては，生理的
指標による研究がなされていることから，余暇活動
についても，生理的指標による検討が望まれる。
　重症児の余暇に関する知見はまだまだ不十分であ
ることから，上記の点も踏まえて，調査を重ねてい
くことが今後の課題であると考える。
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